
 281

 

 

演劇ワークショップ実施機関の 

振り返りより 

 

    テーマ 

『表現とコミュニケーション』 
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 本資料は、演劇の手法を活用したワークショップの内容について、各実施園での

展開と事後の振り返りの記録としてとりまとめたものです。本編「具体的プログラ

ム」の１９０ページから掲載している「演劇の手法を活用した表現とコミュニケー

ションワークショップ」と併せてご参照ください。 
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【ワークショッププログラムのねらいと留意点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
準備物：椅子２脚（こども用でも大人用でもどんな形でもよい） 

段ボール箱２～３箱分（こどもの身体がすっぽり入るくらいの大きいもの） 
養生テープ（色つきのもの・何色でもよい） 
名札用の布ガムテープ 
名前書き用のペン三本（ポスカなどのアクリル製または油性マジック・何色でもよい） 
ボール 
※養生テープは粘着性の弱い布テープで手で簡単にちぎれる。舞台のラインをひく際に使用 

参加者の服装：動きやすい服装であればどんなものでもよい 

（新生保育園、平野東保育所） 
①ワークショップ講師やアシスタントがまずこどもたちと仲良くなり、こどもたちから信頼を

得ることでこどもたちが安心して表現できる環境をつくる。 
②初めてのことにも楽しみながら参加できるよう、講師とアシスタントがワークショップの進

め方に配慮し、こどもたちをサポートしてできるだけ恥ずかしさや不安、恐怖感、緊張感な

どのストレスがない状態を維持する。 
③まず一人一人の存在を認め、そのこどもらしい表現を大事にすることからスタートし、自分

の表現に自信をもつことで楽しみながら思いきり表現できるようになる。 
④言葉（セリフ）だけではない、身体や声を使った表現を大切にする。 
⑤個人の表現活動から徐々にグループでの創作活動に移行し、演劇作りと発表の時間を大切に

する。 
⑥自分（たち）の表現を観客にどう見せたいか、また何を伝えたいのかを意識した作品づくり。

 
（日本橋小学校・日本橋小学校付属幼稚園） 
①年齢で区別するのではなく、５歳児と小学生１年生、両者が交じり合う「かかわり」を大切

にする。 
②ワークショップ講師やアシスタントがこどもたちと仲良くなり、彼らからの信頼を得ること

でこどもたちが安心して表現できる環境をつくる。 
③まず一人一人のそのこどもらしい表現を大事にすることからスタートし、自分の表現に自信

をもつことで楽しみながら思いきり表現できるようになる。 
④言葉（セリフ）だけではない、身体や声を使った表現を大事にする。 
⑤演劇を自分たちで一から創作していく作業、創作プロセスを大切にする。 
⑥個人の表現活動から徐々に複数での創作活動に移行し、個人の考えや希望を伝えあい、アイ

デアを出し合ったりしながら参加者同士で物事を決定していく。 
⑦自分（たち）の表現を観客にどう見せたいか、また何を伝えたいのかを意識した作品づくり。

 
上記に焦点を当てたプログラムを組み、これまでの学校・幼稚園生活で培ったものを生かし

て、演劇表現をのびのびと楽しめるような時間を過ごせるようにする。 
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１．私立新生保育園（実践報告） 
①「１回目 10月 21日 13時－15時」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・青空まる子 
参加者：５歳児 24名 
会 場：三階保育室 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

プログラム： 

①あいさつ 

・講師、アシスタント

の自己紹介  

「私たちは宇宙人で

す」「演劇でみんなと一

緒に遊びたいと思いま

す」 

・舞台をつくる。養生

テープを四角の枠に当

たる４か所に貼ってお

き、こどもたちがテー

プで間をつないでい

く。 

・こどもたちが少し緊張

しているようだったの

で、初対面の講師陣に対

して興味をもってもら

うため、あえて「宇宙人」

という自己紹介にした。 

 

・舞台づくりという体の

動きを伴う簡単な作業

をすることで、集中力を

高め緊張をほぐした。舞

台づくりの作業中は、お

互いの距離を縮められ

るよう、積極的にこども

たちに声がけした。 

・初対面であるというこ

とと、「宇宙人」という

自己紹介もあって、どの

こどもも興味津々で話

を聞いていた。 

 

 

・テープをとても丁寧に

すき間なく貼っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

・何か分からないが、こ

れから特別な楽しいこ

とが始まるということ

を、こども自身が感じ取

っていた様子であった。 

②自己紹介 

・３人の講師陣の体に

貼ってあるこどもたち

の名札を、一枚ずつは

がしながら読みあげ

て、舞台にあがってき

たこどもに名札を貼り

付け、握手する。 

 

・自分の名札がどこにあ

るのか、読みあげる前に

自分の名札を確認する

時間をつくった。そのこ

とで、自分の名前が呼ば

れることに対する興味

を高め、舞台にあがって

人前に出ることに抵抗

をなくすようにした。 

 

 

・興味、興奮、どうして

いいかわからないとい

った様子から、講師に付

いている名札を無理に

はがすこどももいた。ま

た、名前を呼ばれるのを

待っているときのワク

ワクした表情も印象的

であった。 

 

 

・普段の保育場面なら止

めている場面（無理矢理

はがす）もあったが、そ

れもそのこどもの表現

として受け入れる、認め

ることによって、緊張も

ほぐれていった。 

（表現→よい悪いでは

なく、その表現自体を認

める（一般的な評価軸で

見ない）） 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

③メインコンテンツ

「舞台の上で表現して

みよう」 

【１】変身してみよう

（たまごから生まれる

ショー） 

・２つの段ボールにそ

れぞれ 1 人ずつこども

が中に入り、講師が段

ボールをコツコツと叩

く（親鳥がくちばしで

つつく様に）。生まれる

雰囲気が盛りあがった

時、講師が段ボールを

開け、こどもが飛び出

す（生まれてくる）。 

→生まれたこどもが次

のこどもを選ぶ。 

 

 

 

 

・段ボールを被せてから

開けるまでの間、一人一

人に時間をかけるよう

にした。日常では味わえ

ない「たまごの中」の真

っ暗な世界を十分に味

わうことと、その後「た

まご」から飛び出し外界

に飛び出していくこと。

時間をかけて丁寧に行

うことで両方の世界を

ともに実感できるよう

配慮した。 

 

 

 

 

・「したい！」と手を挙

げるが、いざ舞台にあが

ると、少し恥ずかしそう

にしているこどももい

た。また、「いや」と言

って、客席の後ろの方に

行ったり、保育者の膝の

上に座りに行く（不安）

こどもの様子もあった。 

 

 

 

 

・どんな表現でも認めて

もらえたので、段ボール

に入ったまま動いてみ

たり、音を出してみた

り、という動き、表現が

出てきたのか？ 

 

・今までなら、これを「表

現」として捉えることに

気付かなかったかもし

れない。 

 

 

休み時間： 

・こどもたちは水分補

給やお手洗いなど、し

っかり休憩を取る。 

 

・休み時間中も、スキン

シップや会話など、こど

もたちと積極的にコミ

ュニケーションをとっ

た。「宇宙人」に関する

質問にも丁寧に答えた。 

 

・３人の「宇宙人」から

離れようとしなかった。 

・「宇宙人」に対して、

質問したりスキンシッ

プをとる中で、かかわり

方を試していた部分も

見られる。 

 

・こどもたちは、半分信

じ、半分嘘だという思い

をもちつつも、宇宙人に

付き合っている様子だ

った。→こどもなりの社

会性の表れか。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

【２】デモンストレー

ション（舞台で変身し

てみよう） 

・正方形の舞台を新た

につくる。養生テープ

を四角の角の４隅に貼

り、舞台同様こどもた

ちが間をテープで埋め

ていく。 

・講師から「この四角

の中が舞台、その外は

客席です。舞台の中に

入ると自分ではなく、

何かに変身し、出ると

元に戻ります。」と説明

をする。 

・まず、講師によるデ

モンストレーションを

行う。ピョンピョンと

跳んでみせて、「何に変

身しましたか」と問う。 

「かえる」「うさぎ」 

→「うさぎさんでし

た」→「でも時々かえ

るに見える」 

「猿」「ゴリラ」「チン

パンジー」→「ゴリ

ラでした」 

 

・変身したいこどもを

募る。「何に変身します

か？」→「最初に言う

たらあかん」とこども

から意見が出る。 

 

 

 

 

 

・次の段階に抵抗なく移

れるよう、こどもたちの

心の準備を整えるため

に舞台づくりの作業を

行った。作業を行うにあ

たり、どういう風に舞台

をつくってほしいか、時

間をとって説明した。 

 

 

 

 

 

・変身のデモンストレー

ションはこどもたちに

なじみのある動物を題

材にしたり、逆にわざと

判断が難しい微妙な表

現にしたりして、舞台を

「見る」こと、人によっ

て見え方が違うことに

意識を集中できるよう

配慮した。 

 

 

 

・してみたいと思うこど

もを募り、まずは積極的

なこどもの意思を尊重

した（意志に関係なく順

番に当てたりしない）。

何に変身するかを、先に

宣言してから行っても

 

 

 

・少しずつ、ほぐれてき

た様子である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・照れてしたがらないだ

ろうと思っていたこど

もや、普段表現すること

が苦手なこどもが、手を

挙げてなりきっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こどもの表現している

ことを、言葉にしてナレ

ーションするだけで、一

つの物語となり、同時に

観客もひきつけられて

いくものなのだ、と感じ

た。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・こどもたちの変身 

ペンギン クマ サン

マ ペンギン 猫 ア

ナゴと続く。  

 

猫 ← 犬と出会う

が、追い払う 

 

チンアナゴ（複数）← 

漁師が捕まえに来る

が、捕まえられずに帰

っていく 

 

ジャガー ← トラが

襲ってくるが、撃退す

る  

 

よいし、秘密にしておい

て後から見ていたこど

もたちに当ててもらう

形でもよい。どうするか

はこども本人にまかせ

た。                 

 

・何度も手を挙げるが、

実際に指名すると「やっ

ぱりやらない」というこ

どもに対しては、それは

よくないこと、みんなに

も迷惑をかけることを

伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・普段から、このような

姿が見られるが、いつも

は他児が止めている。こ

のときは、いつもと様子

が違うからか（講師とい

う他者がいる状況）、止

めることができなかっ

たようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・講師の先生に言っても

らえたことで、また集中

できた。 

 

 



 287

②「２回目 10月 27日 13時 15分－15時 30分」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・青空まる子 
参加者：５歳児 24名 
会 場：三階保育室 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

①場づくり、あいさつ 

・舞台をつくる（初日

同様こどもたちがテー

プを貼っていく）。 

・講師の体に貼ってあ

る名札の数をこどもに

尋ねる。３色のペンで

こどもの名前をかく

（後半に、３チームに

分かれて話をつくる作

業をするため）。 

・宇宙人のあいさつを

する（名札をこどもに

貼り付けた後、こども

を抱きあげる）。 

 

・こどもたちが安心感を

もって始められるよう、

初日と同じパターンで

開始した。 

・あいさつの段階で前回

よりも積極的にスキン

シップをとることを心

がけた。体に刺激を与え

ることで緊張をほぐし、

舞台にあがることをた

めらっているこどもの

恐怖感を好奇心に変え

ることをねらいとして

行った。                  

 

・２回目ということもあ

り、こどもの緊張も和ら

いでいた。 

 

 

②変身たまご（ウォー

ミングアップ） 

・段ボールを３個用意

し、３人ずつ変身、変

身したこどもが次のこ

どもを選ぶ。 

・最後の方では、講師

がナレーションをし

て、アシスタントを犬

に変身させ、猫の変身

したこどもとのストー

リーにつなげる（猫が

犬を追い払う）などし

た。 

 

 

・前回と同じパターンで

始まり、こどもたちの様

子を見ながら少しずつ

新しい要素を足してい

くようにして、内容が急

に変化しないよう配慮

した。 

 

 

 

・前回、何度も手を挙げ

ながらも表現できずに

いたこども → この

ときも真っ先に手を挙

げていた。講師に、一番

に当てられ、一瞬戸惑っ

たようだが、舞台にあが

ることができた。 

・前回に比べ、手を挙げ

るこどもが増えた。 

 

 

・表現したものからストー

リーにつなげる、 → 表

現しているものを、しっか

りと捉え、かける言葉一つ

で発展していく。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

休み時間： 

・こどもたちは水分補

給やお手洗いなど、し

っかり休憩を取る。 

 

・積極的にスキンシップ

をとるようにした。 

 

  

③お話をつくる（デモ

ンストレーション） 

（休憩前に、このデモ

ンストレーションの後

に、３グループに分か

れてストーリーをつく

ることを知らせてお

く。） 

・「ストーリーづくり」

のデモンストレーショ

ンを行う。台本に必要

な内容である、登場人

物、配役（何に変身し

たいか）、場所、ストー

リーなどについて、こ

どもたちの希望を尋ね

る。 

 

・何に変身したいか 

→鶴、さめなど、いろ

いろな意見が出る。 

 

・場所は 

→桃が池公園という意

見が出る。 

 

・その公園には何があ

る 

→魚、めだか、かめ、

あひる、釣りをしてい

る人、かもめなどの意

見が出る。 

・休憩前にその後の展開

を事前に知らせること

で、こどもたちがそれぞ

れに心の準備を整える

ことができる。                 

 

 

 

・話をつくって発表する

作業はこどもたちにと

っては初めてのことな

ので、一連のデモンスト

レーションは丁寧に時

間をかけて行った。                    

この日はこどもたちの

中に、「自分もやってみ

たい（登場人物になって

みる）」というこどもが

いたので、その意思を尊

重し、デモンストレーシ

ョンに参加してもらっ

た。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登場人物や配役、場所、

ストーリーなど、思うこ

とを自由に発言できて

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発言をしていないこども

も、そのやりとりを見て聞

くことで、「参加している

んだ」という気持ちをもっ

ていることが、表情を見て

いてよく分かった。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

 

・そこで何が起こるか

→鶴がかもめ温泉に浸

かっている、怪獣が噴

水で水浴びをしてい

る、クマがシャケを採

っている、さめが迷路

をすいすい泳いでい

く。 

 

・タイトルを決める 

→（候補－寺の中の温

泉、極楽公園、地獄の

温泉） 

→決定「極楽公園の地

獄温泉」  

・実際に演じてみる 

 

・友達が、これから自分

たちが取り組む新しい

ことに挑戦している姿

を見ることで、自分もや

ってみたい、できるか

も、という思いをもって

もらえたと思う。 

 

 

・デモンストレーション

に参加しているこども

たちは、いろいろなもの

になりきって演じるこ

とを楽しんでいた。 

 

④３グループに分かれ

て話をつくり、演じる。

（グループは、今日の

名札の色のチーム） 

 

黄色チーム 「アキナ

姫のいるミユとミクの

国」 

 

・タンポポのジャング

ル、毒クラゲの川、サ

メワニが泳ぐ中に、ペ

ンギンのあかちゃんが

やって来た。そこへワ

ニが襲いかかる。その

時、鶴とジャガーがや

って来て…。 

 

・「やりたくない」と言

うこどもには絶対に無

理強いしないようにし

た。        

          

・迷っていたりやりたそ

うなそぶりを見せるこ

どもには、「やってみな

い？」と折りをみて何度

か誘うようにした。 

 

 

 

 

 

 

・観客のこどもたちは、

舞台で演じているグル

ープの演技をよく見て

いた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

緑チーム 「森の中の

散歩」 

 

・リスとハムスターが

くるみを食べている森

を、猫の双子が散歩し

て、かえるがいる池に

やって来た。森にはに

んじんがはえている。

うさぎも散歩。猫の家

に帰ると音楽が聞こえ

てきて夜まで楽しく続

いた。 

 

ピンクチーム 「地獄

の氷の上のクマ」 

 

・クマの兄弟が遊んで

いる。お母さんグマが

赤ちゃんを連れて散歩

中、あしかの肉を発見

… 

 

 

・やりたい役が見つから

ないこども、舞台に立つ

ことに抵抗があるこど

もも、やってみたいとい

う思いはあったので、そ

ういうこどもに対して

は、効果音を出すことを

お願いしたり、タイトル

にそのこどもの名前を

入れるようにしたりし

て、舞台に立つこと以外

にも劇に参加できる方

法があるんだよ、という

ことを知らせるように

した。 

 

 

 

 

 

・いろいろな方法で劇に

参加することについて、

こどもたちは、とても照

れたような、でも嬉し

い！という感情を出さ

ずにはいられないとい

った様子だった。 

 

 

 

 

 

・やりたがらないこどもに

対しては、その理由（やり

たい役が見つからない、舞

台に立つことに抵抗があ

る、迷っているなど）を確

認しながら、演じる以外に

もさまざまな参加の仕方

があることを伝えてもら

うことで、こどももそれを

嬉しいと感じられ、次へ一

歩進める基礎となってい

くものだと感じた。 
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③「３回目 10月 28日 13時－15時」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・青空まる子 
参加者：５歳児 24名、４歳児（見学）、保護者（数名が見学） 
会 場：三階保育室 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

①あいさつ、場づくり 

・名札をこどもに貼り

ながら抱きあげる「宇

宙人のあいさつ」をす

る。 

 

・昨日（第 2 回目）使

用した舞台をきれいに

修理するため、みんな

で踏み固める。 

・昨日使用した段ボー

ル（たまご）の破れて

いるところを、みんな

で修理する。 

 

・変身たまご 

たまごを開けると、こ

どもが何かに変身して

いる。講師がこどもに

タッチすると元に戻る

（立ち上がる）。 

（後になればなるほ

ど、こどもたちは、人

間に戻そうとすると逃

げるようになる。） 

 

・今日は発表という大きな

イベントがあるため、こど

もたちも若干不安や緊張

を感じているようだった

ので、舞台づくり、スキン

シップを取り入れたあい

さつ、たまごを使ったウォ

ーミングアップなど、前回

と同じパターンで始める

ことで、こどもたちが余裕

をもって参加できるよう、

配慮した。 

 

 

・変身たまごはその後の劇

づくりにスムーズに移行

できるよう、クリエイティ

ブな要素を足して行った。                     

 

・３度目で、昨日の今日

ということもあってか、

こどもたちにも少し余

裕が見えた。 

 

・４歳児が見に来るとい

うことで、少し落ち着か

ない中にも、「楽しみ」

と言っているこどもも

いた。 

 

 

 

 

・２回目、「あややの箱

がいい」と言っていたこ

ども → 今日は、そこ

に初めて入ることがで

き、それからふっ切れた

様子であった。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

②演劇 リハーサル 

・昨日と同じ３チーム

に分かれて、同じ話を

演じるか、新しい話を

つくって演じるかを含

めて相談の後、発表。 

 

・アシスタント（青空）

チーム「３匹のうさぎ

とにんじん畑」 

 

３匹のうさぎがにんじ

ん畑を見つけてにんじ

んを食べた。おいしく

食べて家に帰った。 

 

・アシスタント（綾田）

チーム「魔女とお姫様

のお城、双子のお姫様

と双子の猫」 

 

キラ姫は二匹の猫と一

匹のねずみを飼ってい

た。キラ姫には以前妹

がいたが今はいないの

でさびしく暮らしてい

る。深夜、悪い魔女が

猫を誘拐。そこに勇敢

な犬がやって来て魔女

をやっつける。すると

ねずみが人間に変身。

何とそれが魔女によっ

てねずみにされていた

キラ姫の妹キララ姫だ

った。ふたりの姫はし

っかりと握手した。 

 

・劇づくりの流れは２回目

とまったく同じであるこ

と、今日は発表を２回行う

こと、最初の発表は観客は

入れずに自分たちだけで

あること、など今後の流れ

を事前にこどもたちに説

明した。チーム分けも２回

目と同じにして、こどもた

ちが少しでも発表しやす

くなるよう配慮した。 

                                                         

 

・話し合いでは、意見が

いろいろ出てきた。他グ

ループが気になり、ウロ

ウロするこどももいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割がはっきりとして

おり、それぞれがなりき

って表現していた。 

・舞台に立ちたがらなか

ったこどもも、効果音を

出すことで参加し、それ

に対してナレーション

が入ることで、とてもい

い表情で舞台に立って

いた。 

 

 

・他のグループの様子を

見に行ったりと、グルー

プのメンバー全員で話

し合いができていない

グループがあったので、

グループ全員で意見を

出し合えるよう、保育者

がこどもに声かけした

方がよいか迷った。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

 

・講師チーム「ジャン

グルの中、アキナ姫と

ミユとミクの国、大ど

ろぼうを捕まえる」 

 

雨降りジャングルの雨

がやんだ時、車に乗っ

て青いマントを着た大

どろぼうがアキナ姫の

宝物を盗みに来た。つ

いに宝物を見つけた

時、ワニとジャガーが

やってきて大どろぼう

をやっつけた。 

 

③講師からのアドバイ

ス 

・「３匹のうさぎとにん

じん畑」はおもしろか

ったが、ナレーターの

人の声が小さくて聞こ

えず残念だった。うさ

ぎさんの動きが何をし

ているか分かりにくか

ったので、にんじんを

さがす、食べる、遊ぶ

など、もっと動きを大

きくすればよい。 

 

 

 

・１回目の発表が終わった

あと、講師からのアドバイ

スを伝えた。「ここでこう

すればもっと観客によく

伝わる」「ここがはっきり

してなかったので観客に

伝わらなくて残念」という

ように、観客からの視点を

入れた内容にした。 

 

 

 

・自分たちのグループへ

のアドバイスは、とても

真剣に聞いていた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・「魔女とお姫様のお

城、双子のお姫様と双

子の猫」では、効果音

がとてもよかった。お

姫様が人間に戻る時に

も、効果音があればも

っとよい。また、その

時にもっと舞台の真ん

中に出てくる方がよ

い。 

・「ジャングルの中、ア

キナ姫とミユとミクの

国、大どろぼうを捕ま

える」では、タイトル

に名前がある３人が、

後ろではなく舞台の前

に出てくる方がよい。 

   

④観客の前で演じる 

・４歳児が来場、保護

者とともに客席の前列

に着席。 

・講師から、５歳児ク

ラスのみんながつくっ

たお話をお芝居で見て

もらうことを観客に説

明する。 

 

「３匹のうさぎとにん

じん畑」 

・昔々あるところに３

匹のうさぎがいた。に

んじんを探して見つ

け、全部食べてしまっ

た。おなかがいっぱい

になって、楽しく遊び、

仲良く家に帰った。 

 

・発表会を始める前に、ま

ず観客にこれまでどんな

ことをしてきて、今日これ

から何をするのかを説明

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・講師からアドバイスを

もらったことから、こど

もたち一人一人に「見せ

る」という意識がより一

層高まった様子である。

実際、演じ方も全く違っ

ていた。 

・自分が演じたものに対

して、「○○したかった

けど、でけへんかった」

と冷静に振りかえって

いるこどももいた。 

・最後の最後で、今まで、

恥ずかしくて舞台の外

にいたこどもが、舞台の

端から端まで走り回っ

ていた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

 

「魔女とお姫様のお

城」 

・ストーリーはリハー

サルと同じ。誘拐され

た猫も帰ってくる。 

 

「ジャングルの中、ア

キナ姫とミユとミクの

国、大どろぼうを捕ま

える」 

・ストーリーの基本は

同じ。宝物はタイトル

の３人がそれぞれジャ

ングルの中に隠してい

る。ジャガーとワニが

大どろぼうを撃退した

後、あかちゃんペンギ

ンが現われ、ごはんを

もらって帰る。 

 

・観客へのあいさつ 

・観客の感想を聞く 

４歳児のこどもた

ち：「おもしろかった」 

 保護者：「役割分担が

上手にできていて、リ

ハーサルから大進歩」 

 

※お別れのあいさつ 

「宇宙に帰ります あ

りがとうございまし

た」 

 

 

 

・発表を見終わったあとも

それで終わりにするので

はなく、観客にインタビュ

ーし、お芝居の感想を伝え

てもらう時間をとった。              

観客の意見を聞くことで、

自分たちのお芝居が観客

にはどう見えていたのか、

何を感じたのか、伝えたい

ことが伝わっていたかを、

各々がフィードバックで

きるよう配慮した。   

 

 

 

・日々接しているこども

たちなので、「この子は

こういうタイプ」と決め

付けて見てしまってい

るため、選択肢を狭めて

しまっていることに気

付かされた。 
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④「全体を通した振り返り」 

 

演劇ワークショップに

対する当初のイメージ

はどういうものでした

か。 

「演劇」なので、セリフのやりとり、大きく表現するなど見せる

ことにもっと重点を置いたものかと思っていた。３回という短い

時間で、こどもたちがどう変わっていくのかも楽しみであった。 

演劇ワークショップを

実際に経験して、どうい

う印象をもちましたか。 

「演劇」というものの見方が狭かった。「私は私でOK」「今の私
が感じている気持ち、感情を大切に」「表現することの楽しさ」 

第 1～3回を通して、ワ
ークショップ中のこど

もたちの様子に変化は

ありましたか。 

最初は、恥ずかしくてしようとしなかったこどもが、友達の後押

しで「やってみよう」と思えたり、３回目にもなると「したい！」

という気持ちがよく伝わってきた。３回目は、こどもたちが自信

をもって表現していた。 

第 1 回ワークショップ
以降、こどもたちの普段

の様子にどんな変化が

ありましたか。 

特に、大きな変化はないが、２回目、３回目をとても楽しみに待

っていた。 

演劇ワークショップの

内容（手法等）について、

今後の教育・保育活動

に、どの点が参考となり

ましたか。 

「表現する」ということを改めて見直すことができた。役割をも

って、それを演じることだけが表現ではなく、こどものその時の

心の動きによって、発せられるもの全てが「表現」であること、

そこをよく見て捉えることの大切さがわかった。また、ウォーミ

ングアップも緊張感をほぐしたり、声や動きが出やすくなるため

にも、とても重要であると参考になった。 

演劇ワークショップを

経験して、意外だったこ

とや印象的だったこと

は何ですか。 

普段は、言葉数もそんなに多くなく、あまり話をしないこどもが、

１回目を終え、２回目の前に「早く月曜日（２回目）がきてほし

い」と言ったことが意外であった。「たまごから生まれるショー」

でなかなかできなかったこどもが、最後には経験でき、そこから

ふっ切れたように楽しんでいた姿が印象的だった。 
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２．市立平野東保育所（実践報告） 
①１回目 10月 17日（金） 12時 30分－15時 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・中田絵美子 
参加者：５歳児 23名 
会 場：２階プレイルーム 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

開始前： 

・布テープでこどもた

ちの名札を作り、講師、

アシスタントの体に貼

っておく。 

・養生テープで舞台と

客席の間に線を引く。 

 

・名札はこどもたちに分

かりやすいよう、平仮名

で大きく太い文字で書

いておく。 

 

 

・緊張することなく会場

に入ってくる。 

・これからはじまること

に、イメージがもてない

こどもが多いように見

える。 

 

 

・数日前よりこどもたち

にワークショップにつ

いて話をして期待をも

たせていた。 

・講師がワークショップ

前にこどもたちの部屋

に来てくれたので、こど

もが親しみをもったよ

うだ。 

・体に貼ったテープのア

イデアでこどもの期待

が高まったと感じた。 

プログラム： 

①あいさつ、自己紹介 

・自己紹介、演劇につ

いての簡単な説明 

・アシスタントが事前

に体に貼り付けていた

テープをはがしてこど

もの名前を呼び、テー

プをこどもに貼るとと

もに、今、「舞台の上」

にいることを伝える。 

 

 

 

・「線を越える」という

ことに少しだけ意識を

もたせるようにしなが

らも、人前に出ることに

過剰なプレッシャーを

感じないように心がけ

た。 

 

 

 

・自分の名前がどこにあ

るのか、友達の名前もあ

る中から探そうとして

いる（殆どのこどもは探

し出していた）。 

・自分の名前がいつ呼ば

れるか、ドキドキしなが

ら待っているようだっ

た。 

・テープにアシスタント

の手が伸びるのを待ち

かまえ、名前が呼ばれる

と張り切って前に出て

行く姿が見られた。 

 

 

・自分の名前を呼んでも

らえるときを待つこと

で、期待をもつことがで

きた。 

・講師は、初めて会う人

であるが、親近感をもち

期待を膨らませていた。 

・こども一人ずつとしっ

かりとやりとりできる

場となっていた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・こどもは講師陣の名前

をすぐに覚えていた。 

②ウォーミングアップ 

【１】宇宙人になろ

う！ ～宇宙人とキャ

ッチボール～ 

・椅子に座ると宇宙人

になる。宇宙人になっ

た人は、椅子の上でボ

ールをもち、他のこど

もを指名して、そのこ

どもにボールを転が

す。ボールを受けとる

と、できるだけ早く宇

宙人のこどもと交代

し、次は自分が宇宙人

になる。（この繰り返

し） 

 

・講師は、宇宙人にな

ったこどもについて、

どんな宇宙人か、みん

なに伝える。（つるっと

した宇宙人、ぴかぴか

した宇宙人など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どんな宇宙人かは、で

きるだけ一人一人に違

うコメントをするよう

心がけた。 

 

 

 

 

 

 

・一人だけ最後までしな

かったため、どうするか

尋ねたが「やらない」と

答えたため無理強いし

なかった。 

 

 

 

 

 

・自分がすることは何な

のか、真剣な表情で話を

聞いている。 

・こどもは「急いで交代

する」というやりとりを

楽しんでいた。 

・男の子は男の子を指名

することが続き、最初は

男の子ばかりになった。 

・全員が体験するように

したため、終わったこど

もはじっとせず、うろう

ろしがちであった。 

・「この宇宙人はキラキ

ラしています。」「冷たい

宇宙人です。」等、一人

ずつ違う表現がされる

ことで、自分は何を言っ

てもらうのかをとても

楽しみにして待ってい

る様子であった。   

 

 

・「いや」と言ってアシ

スタントに抱きついて

最後までしなかった。   

 

 

 

 

 

 

・こどものありのままの

姿を認め、どんな表現で

も受け入れられるので、

こどもたちは安心して

参加できたと思い、それ

が大事だと思った（足を

ブラブラさせているこ

どもに対して、否定をせ

ずに「ポニョみたい」と

プラスの表現で認めて

いた）。 

 

・初日が一番落ち着かな

かったのはこどもたち

にワークショップに対

するイメージ（見通し）

がもてなかったからで

はないか。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

③メインコンテンツ 

【１】変身してみよう

（たまごから生まれる

ショー） 

・段ボールを２つ置き、

それぞれにアシスタン

トが付く。「やりたい」

と希望するこどもの中

から２人を指名し、そ

れぞれ小さくかがんで

段ボールの中に入る。

アシスタントが段ボー

ルを開け、こどもが立

ちあがることで、たま

ごから生まれた状況を

疑似体験する。段ボー

ルを開けるとき、こど

もが跳ねるなど思い思

いの工夫をするので、

その生まれた状況を講

師が表現する。（中のこ

どもは、暗いところか

ら明るいところに出る

ことで普段の光景が違

ったものに見える。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・途中から、段ボールに

こどもが入っている状

態のときに、周りで見て

いるこどもを呼んで、箱

を叩かせるなどした。中

のこどもが怖がってい

る状況を想像させ、「次

からはそっとさわって

あげましょう」と声かけ

をした。 

 

・最後のこどもが段ボー

ルに入っているとき、み

んなが叩いて段ボール

が壊れてしまった。中に

いたこどもがとても悲

しそうな様子であった

ので、もうひとつの箱で

やり直した。 

・段ボールが壊れるとい

うアクシデントに対し、

「なぜ壊れちゃったの

かな？」と投げかけ、自

分の行動とその結果を

フィードバックする時

間をもった。やり直す際

にどうすれば壊れない

か、やり方を変えてみる

ことを提案した。 

 

 

 

 

 

 

・こどもたち全員が手を

挙げ、やってみたい気持

ちが高まっている。 

・棒立ちのまま出てくる

こどもが多かったが「わ

ぁー」と声を出したり、

ジャンプして出てきた

りする姿も見られた。 

 

 

 

・強く叩きすぎて段ボー

ルの箱が壊れたり、穴が

あいたりした。 

・中にいたこども２人が

「怖かった」と言う。 

 

 

 

 

 

 

・あの中に自分が立った

らどうなるか。自分を客

観視してどう見えるか。

何ができるか。 

「もっとやりたいと思

うこども」、「できるかな

あと思うこども」、いろ

いろであった。 

 

 

 

・段ボールを壊す所まで

行ってしまったが、周り

のこどもが、壊したこど

もを責めずにいたのは

自分たちもその前に叩

いていたからではない

か。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

休み時間 

・こどもたちは水分補

給やお手洗いなど、し

っかり休憩を取る。 

 

・休み時間も積極的にこ

どもたちと会話やスキ

ンシップでコミュニケ

ーションを図るよう心

がけた。 

 

・気持ちの切り替えがで

きた。 

 

 

・いいタイミングでの休

息だった。 

 

④変身あてっこゲーム 

・プレイルーム中央に

テープで四角をつく

り、舞台にする。 

 

 

 

 

 

 

 

・講師から「この四角

の中が舞台、その外は

客席です。舞台の中に

入ると自分ではなく、

何かに変身し、出ると

元に戻ります。」と説明

をする。 

・講師が舞台の中に入

り、舞台の中に足を入

れているとけがをする

ので絶対足は出さない

ようにと注意する。 

・講師、アシスタント

の２人が順番に舞台に

入り、それぞれ、猫、

ゴリラ、へび を演じ

る。何を演じているか、

こどもたちが当てる。 

 

 

・「演じること」の定義

をこどもたちにも理解

しやすいように言葉で

の説明だけでなく、実際

にアシスタントがデモ

ンストレーションを行

った。その際、舞台と客

席という空間の違いを

強調するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・演技に集中して注意深

く見ることができるよ

う、クイズ形式にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・舞台に足を踏み入れた

途端、アシスタントが動

物に変身するという変

化にびっくりしている

様子であった。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・変身してみたいこど

もが手を挙げ、講師が

指名する（こどもたち

が順番に犬、チーター、

うさぎ、猫に変身す

る。） 

 

・終了時間になっても

演じたがるこどもが多

かったので、来週続き

をすることに伝える。 

 

・はじめは、こどもたち

はどちらかというと自

分は見ていたいと思っ

ている様子だったので、

舞台に立つことをプレ

ッシャーに感じないよ

う「やってみたい人だけ

やってみましょう」とい

うように声がけした。ま

た、演劇においては、演

じることと同じくらい

見ることも大切なこと

だということを伝えた。 

 

 

・猫に変身すると言う

が、途中で「やめたい」

と言い、変身せずに終わ

ったこどもが、再び手を

挙げ友達と一緒に猫を

演じた。 

 

・舞台の中に自分が立っ

たらどうなるか自分を

客観的に見ようとして

いる。「もっとやりた

い！」｢あんなことでき

ない｣と思っている様子

が見られる。 

・演じたいこどももいた

が見ていたいこどもも

半分程度いた。見ておく

のも OK と言われて無

理強いされないことを

知り、次への期待につな

げた。見ておくことの選

択を認めることも大切

だと感じた。 

 

⑤講師とアシスタント

による模範演技 

・「来週は、自分が演じ

てみたいものになっ

て、それが出てくるお

話をつくってお芝居を

しましょう」と講師が

次回の内容を説明し、

模範演技を披露。「はら

ぺこロボットといたず

ら好きの魔法使い」と

いうタイトルで、アシ

スタントが魔法使いと

ロボットを演じ、講師

がそれを解説するとい

う形で演技をする。 

 

 

 

 

 

・模範演技をこどもたち

はよく見ていた。 

 

 

 

・長い時間だったが、こ

どもたちは最後まで楽

しんでいたようだった。 
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②「２回目 10月 24日 12時 30分－15時」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：倉品淳子・中田絵美子 
参加者：５歳児 23名  
会 場：２階プレイルーム 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

開始前： 

・３色の布テープでこ

どもたちの名札をつく

る。その際、それぞれ

の色の布テープにとん

ぼ、うさぎ、メロンの

シールを貼り、今日の

ワークショップのチー

ム分けをしておく。 

   

 

 

・「見に来て欲しい」と

保護者に話していたこ

どももおり、保護者が７

名見学に来ていた。 

・こどもたちは、今日の

ワークショップを、朝か

ら期待して待っていた

（数日前から予定表を

見て楽しみにしてい

た）。 

 

・講師陣に、自分のあり

のままの姿を受け入れ

られていることが、楽し

みにつながっていると

感じる。 

・段ボールのたまごも自

分たちで絵をかく等し

てつくり、今日はこうし

ようと考えたり、期待し

ている様子が伺えた。 

 

プログラム： 

①あいさつ、舞台づく

り 

・アシスタントの交代

を知らせる。（宇宙から

ＵＦＯに乗ってやって

きたアシスタント（倉

品）を紹介する。） 

・今からテープに貼っ

てあるシールごとにチ

ーム分けすることを知

らせる。講師、アシス

タントが体に貼り付け

 

 

 

・前回のアシスタント（綾

田）が、おばあちゃんのお

葬式で来れないことを説

明。欠席の理由は、あえて

本当のことを話すように

した。一方で、新しいアシ

スタントについては、興味

をもってもらえるよう「宇

宙からやってきた」という

設定にした。 

 

・どうやって宇宙から来

たのか、UFO はどうし

たら来るのかを尋ね、

「呼んでほしい」と言う

こどもがいた。 

・自分のおばあちゃんが

なくなったことなどを

話すこどももおり、大切

な人を失ったアシスタ

ントに対して共感の気

持ちを表している様子

が見られた。 

 

 

 

・アシスタント（綾田）

に対して友達のような

存在で親しみをもって

いると感じた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

ていたテープをはがし

て、こどもの名前を呼

び、こどもにテープを

貼る。 

・みんなで舞台をつく

る。「今からみんなでチ

ームごとの舞台をつく

ります。」と説明し、こ

どもがつくりやすいよ

う、３つの四角い舞台

の角に当たる部分にそ

れぞれ目印のテープを

貼る。 

・講師、アシスタント

が養生テープを切って

こどもに渡し、こども

が舞台の枠をつくって

いく。完成後、テープ

を足で踏む、手でたた

くなどして強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・途中で養生テープがなく

なってしまい、隙間のあい

た舞台になってしまった

が、こどもたちにとって

は、少ないテープでいかに

四角くできるかの勉強に

なっていたと思う。 

 

・自分の名前のシールが

はがされるのを見てい

て、名前が呼ばれる前に

舞台に出て行っている。 

・自分のチームの所に行

き、短く切ったテープを

もらって四隅の延長線

上からどんどん貼って

いる。 

 

 

 

 

・テープが足りずに四角

のラインが不完全にな

っても、貼り方をいろい

ろ工夫し、素材が足りな

くてもできる範囲で四

角をつくろうという意

欲が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・舞台を自分たちでつく

ることで、舞台を大切に

したり、空間の認識がで

きたように感じた。 

 

②デモンストレーショ

ン（舞台で変身してみ

よう） 

・舞台のまわりに集合

する。 

・講師から、これから

行うことを説明する。

「舞台に入ると自分と

は違うものになりま

す。今から見本を見せ

ます。何かに変身する

ので、当ててくださ

い。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見る側と演じる側が一

体となっている。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・アシスタントがおじ

いさんに変身。こども

たちがふざけてたたい

たり蹴ったりする。お

じいさんはたまらず退

場。 

 

・アシスタントが変身。

⇒たこと分かる。 

 

・講師が変身。 

⇒かめと分かる。（講師

が演技中に、こどもが

講師の頭を力を入れて

たたいた）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こどもたちに「変身

したい人は手を挙げて

ください。」と声かけす

る。 

・３人のこどもが手を

挙げ舞台に入る。講師

がこどもの動きにスト

ーリーを付けると、こ

どもたちはそれに合わ

せて動き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・演劇をやる上で最低限守

らなければならないルー

ル「演じる人を無視しな

い」「演じる人の邪魔をし

ない」それを侵したことを

伝え、演劇においてルール

はとても大切であること

を全体に対して伝えるよ

う心がけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「これでは演技ができ

ません。謝るかこの場か

ら出るかしてくださ

い。」と、講師がこども

の行為に対して注意を

する。注意を受けたこど

もが謝まり、演技が再開

される。 

・たたいたこどもが途中

でトイレに行く。その場

でどうしていいか分か

らず、バランスを取る為

に行ったようであった。

時間はかかったが戻っ

てきた。 

 

・こどもたちは、うさぎ

（２人で）やかまきり

（２人で）、かえる（２

人で）などに変身してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・茶化した行為がエスカ

レートしていった結果

であったが、周りのこど

もたちは静まりかえり、

自由なワークショップ

の中にも一定のルール

があることに気付いた

様子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ストーリーが展開して

いくのを見て、普段の生

活の中で絵本などをよ

く見ていて、想像する力

がついているこどもが

いると感じた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

「猫が隠れてチョコを

食べている。いいにお

いがするねとうさぎに

ばれた。猫は逃げた。」 

・こどもがかまきりに

変身する。 

 

 

 

 

・こどもがかえるに変

身する。 

 

 

 

 

 

 

・こどもが猫に変身す

る。 

 

 

 

 

 

・舞台の中でこどもたちが

行っていることを全て「表

現」と捉え、表現の中で問

題を回避していくように

心がけた。なるべく大人側

の都合で強制終了したく

ないと考えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

・客席にいるこどもも中で

演じているこどもの劇世

界に同調し始めた場合は、

止めたりしないようにし

た。また、演技を止めたく

ないこどもに対しても無

理矢理強制終了させるの

ではなく、あくまでもその

劇世界の中で話の流れを

つくっていくように心が

けた。 

 

 

 

 

 

・かまきりに変身してい

る最中に、他のこどもが

舞台に急に入ってくる。

アシスタントがお母さ

んかまきりになって舞

台に入り丸くおさめる。 

・かえるに変身している

とき、こども２人がジャ

ンプしてぶつかり合い、

危ないのでアシスタン

トがうしがえるになっ

て舞台に入り、２人を退

場させる。 

 

・猫に変身したこども

が、チョコを食べている

しぐさをしていたとき、

外で見ていたこどもが

「えさやるで」と言う。

猫はそのこどものとこ

ろに行って食べる真似

をした。退場の際には、

外のこどもが手で門を

作り、猫にこっち、こっ

ちと退場を促したが、猫

は舞台にまだいたいよ

うでなかなか外に出な

かった。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

休み時間 

・こどもたちは水分補

給やお手洗いなど、し

っかり休憩を取る。 

   

③メインコンテンツ 

・講師が、これから行

うことの説明をする。

「画用紙は台本です。

この中にはみんながな

りたいものとお話が書

いてあります。」「まず

先生たちでやってみま

すので見ていてくださ

い。」 

 

・アシスタントと講師

が、あかちゃん、クマ、

猫の役で短いデモンス

トレーションを行う。 

 

・３グループに分かれ

てなりたい役と話を決

める。ストーリーまで

決めることができなか

ったので、講師、アシ

スタントが話の展開を

ナレーションでフォロ

ーする。 

 

とんぼチーム：「雪だる

まのきれいな家」 

・３匹のうさぎと猫が

いた。うさぎが耳をと

じたので猫がどうした

のと聞くと、家の中に

ブタがいるみたいと答

 

・「台本」という新しい概

念を理解してもらうため

にデモンストレーション

を行った。 

 

 

 

 

 

 

・最初の創作では、まずこ

どもたちには自分がなり

たいものを自分で決めて、

それを講師たちに伝える

ことができればよいこと

とした。また、自分で役を

決められないこども、舞台

に立ちたくないこどもに

も、こちらからいろいろ提

案はするが、無理強いはし

ないよう心がけた。 

 

 

 

・ふすまの向こうにいるブ

タの役を、客席に座ってい

る同じチームのこどもを

即興で指名した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話が展開していく様子

を興味をもって見てい

る。 

 

 

・自分のなりたい役や場

所の設定を一緒に考え

ている。 

  

 

 

 

 

 

・舞台の外側でブタの鳴

き声→ブタがいるみた

いと言って声をあげる

動作をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いつもはなかなか自分

を出せないこどもも、ど

んな表現も受容される

という中で、のびのびと

自分を出せていた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

えた。ふすまを開けた

らブタがいた。 

 

 

メロンチーム：「きれい

な家」 

・あるきれいな家にや

ってきた女の子は、家

の中のかえるにびっく

りする。かえるが出て

行くとオオカミがやっ

て来て女の子を食べて

しまった。オオカミが

寝ているうちに猫に助

けられ、おなかの中か

ら出ることができた。 

 

うさぎチーム：「おすし

やさん」 

・お寿司屋さんに雄ト

ラと雌トラが来てお寿

司を注文する。 

「何にしますか」 

「じゃあ、いくらをど

うぞ」 

このような調子でやり

とりしながら、たまご、

まぐろ、いかを食べる。 

 

・「次はまたお話をつく

って練習してお母さん

たちに見せましょう」

と、次回の予告をする。 

 

 

 

 

 

・猫役のこどもが「えさ

が欲しい」と言う。バナ

ナは「いらん」と言って

ポーンと投げる 

 

・大人が積極的に話を考

えて伝える中で、こども

からアイデアが出てき

た。 

→「ふくろうの声がした

い」と、声の出演を提案

していた。 

→寿司屋の設定につい

て、回転寿司のイメージ

を伝え、そのイメージで

お話をつくっていった。 

 

・「家の鍵をもっている

から帰った。」と、設定

の細かい部分をもイメ

ージして表現しようと

していた。 

・日時について、「金曜

日」ということにこだわ

っているこどももいた。 

・もじもじしていてしよ

うかやめようか迷って

いたこどもが、後半では

自信をもって出てきて

いた。 

 

 

 

 

 

 

・今まで他のこどもがし

ていることを同じよう

に真似ていたが、自らの

演技を初めてした。 

→普段あまり食べる方

ではないのに、いろんな

物を食べたり大好きな

バナナを「いらん」と言

って放り投げる演技を

したのは、猫になった自

分がその時感じたこと、

演じたいことをしてい

たからではないかと思

う。 
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③「３回目 11月 5日 9時 30分－12時 30分」 保育参観として実施 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・中田絵美子 
参加者：５歳児 21名 ４歳児（見学）19名、保護者（見学）30名 
会 場：２階プレイルーム 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

開始前： 

・前回同様、こどもたち

の名札を講師、アシスタ

ントの体に貼り付ける。 

 

 

 

  

・朝から楽しみにしてい

た。普段は登所の遅いこ

どもも、今日は早かっ

た。 

 

プログラム： 

① 舞台づくりなど 

・前回同様、テープを貼

って舞台をつくる。 

 

 

 

 

 

 

・「今日は発表会です。最

初は練習です。」 

・こどもたちが発表の後

に歌う予定の歌２曲を歌

う。（「スマイル」（手話つ

き）と「地球はみんなの

ものなんだ。」） 

 

・前回同様、こどもの名

前を呼んで、名札を貼っ

ていく。 

・欠席したこどもの名札

も、講師、アシスタント

の体に貼ったままにし、

 

 

・舞台を大切に扱っても

らうことと、空間の大き

さを体で把握してもら

うために、こどもたち自

身が舞台づくりを行っ

た。 

 

 

・発表会をする前に練習

をすることを伝え、少し

でも緊張をほぐすよう

心がけた。 

・ウォーミングアップと

練習を兼ねて最初に歌

を歌うようにした。 

 

・こどもを抱きあげた

り、抱きかかえたまま回

るなどして、体を動かす

ことでこどもの緊張を

ほぐすようにした。 

 

 

 

・今日は発表会だというこ

とをみんな分かっている

ので、何でもないような素

振りをしつつも顔がちょ

っとこわばっていたり、内

心とても緊張している様

子である。 

 

・みな緊張しながら歌を歌

っていた。 

・手話歌はあまり声が出て

いなかったが、歌だけの時

は大きな声になった。 

 

 

 

・抱っこして振り回しても

らっている友達を見て「や

りすぎ」と大きな声でくり

返していたこどもが、最後

に呼ばれたとき、おみこし

をしてもらい大喜びして

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 309

ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

「一緒に参加しています

よ」という思いを伝える。 

いた。  

 

②たまごから生まれるシ

ョー（練習） 

・３チームに分かれ、そ

れぞれに段ボールのたま

ごを１つずつ用意する。 

・小さな粒になって段ボ

ールの中に入り、段ボー

ルをたたいたり動かすな

どした後、かけ声をかけ

て段ボールを開ける。そ

のとき、何かに変身する。 

 

・何に変身したのかこど

もに尋ねる。うまく表現

できないこどもには、周

りのこどもに「何になっ

たと思うか」を尋ねる。 

 

 

・たまごに入るのをこわ

がるこどもがいたが、た

まごを少し開けておく

ことで入ることができ

た。 

 

・観客から自分の演技が

どう「見えた」のか、そ

のことも演劇の楽しさ

であることを踏まえて

声がけした。 

 

 

 

・たまごが動くのが面白く

て、「動いて」と催促して

いた。 

 

 

 

・泣き出して出ていったこ

どもがいた。（無理強いは

せず、その後保護者と一緒

に見学をする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・緊張していたので自分

で表現するのが不安に

なったようだ。普段の保

育ではスムーズに課題

をこなしていくこども

であったが、自らの発想

で表現することに慣れ

ていないようであった。 

③演劇ワークショップ

（練習） 

・チームごとに分かれる。

こどもたちになりたいも

のやつくりたい話を聞い

て、講師、アシスタント

が画用紙に書き込む。 

・演じる人は楽屋（a）に

集合し、見る人は観客席

（b）に移動する。 

a       b 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前回と同じ流れ、同じ

手順で創作を行った。役

を決めたり話を考えた

りするところは、ギリギ

リまで時間をかけるよ

うにした。 

 

 

・演じる人と見る人の場

所を明確に分けること

で本番の発表の雰囲気

を実感できるようにし

た。 

 

 

 

 

・２回目のワークショップ

で一度経験していたため、

要領が分かっている様子

であった。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

メロンチーム 

「猫のおすしやさん、な

んでやねん」 

・大きなたまごがあった。

巨人がやってきて食べよ

うとすると、たまごから

４匹の猫が生まれた。 

・巨人のあかちゃんとポ

ケットモンスターが現わ

れてじゃれて遊んでいる

と寿司屋が魚を買って登

場。夜になったのでみん

な帰った。」 

 

とんぼチーム  

「北極のきれいなおう

ち」 

・北極に住む３人のきょ

うだいはペットにペンギ

ンを飼っている。そこに

雌トラがやってきて３人

を探すが見つけられな

い。雪国の精がやってき

て３人を助け出す。 

 

 

うさぎチーム 

「雪だるまのきれいな

家」 

・ふくろうの声が聞こえ

る。ひとしきり吹雪が吹

き、やがて雪が止む。（た

まごに使ったダンボール

をたたいて効果音を出

す。）お母さんがやってき

て料理をしている。‥‥

 

 

 

 

 

 

 

・演じた後、講師から「舞

台の外に出てやってい

たので見にくかったで

す。本番は、たまごを舞

台の中に入れて、舞台の

中で動いてください。」

と助言する。 

 

 

 

・演じた後、講師から「も

のすごく上手にできま

した。あとは雌トラさん

が舞台の前に出て暴れ

てくれたらもっといい

ものになると思いま

す。」と助言する。 

 

・残り時間が少なくなっ

てきたので、うさぎチー

ムの発表の終了予定時

間を伝え、時間が来たら

途中で終わることを予

め伝えておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・うさぎチームのこどもた

ちは、タイムリミットで最

後まで発表できなかった

がその前の創作の時間で

自分たちの作品に十分手

ごたえを感じていたので

動揺はまったくなく、自信
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

（ここで時間がきたので

終了。） 

 に満ち溢れていた。 

 

休み時間 

 

・保護者と４歳児クラス

のこどもたちが入って

くる。 

  

④たまごから生まれるシ

ョー（本番） 

  a      b    c 

 

 

 

 

 

a：演技者 

b:４歳児クラス 

c：保護者 

 

・保護者、４歳児の前で、

劇の発表に先立ち「たま

ごから生まれるショー」

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・後ろの方にいる観客に

はなるべく舞台に近い

ところで見てもらうよ

うに促した。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

⑤演劇ワークショップ 

・始まりを伝える。「今か

ら演劇をします。他のチ

ームはお客さん席へ移動

してください。」 

 

メロンチーム 

「猫のおすしやさん、な

んでやねん」 

・寿司屋が魚を買って来

るところまではリハーサ

ルと同じ。その後、猫が

客となり寿司屋との一風

変わったやりとりが続

く。 

 

 

とんぼチーム 

「北極のきれいなおう

ち」 

・ストーリーはリハーサ

ルと基本的に同じ。（ただ

し、ペットのペンギンの

お父さん、お母さんも登

場する場面が加わる。） 

 

 

 【保護者の感想から】 

・少し恥ずかしそうにしていたが、楽しんでやってお

り、積極的に手を挙げている姿を初めて見た。人前で

ちゃんと表現をできるようになったことに成長を感

じた。 

 

・“いきいき”と“てきぱき”と“のびのび”ととて

もいい笑顔で楽しむ姿と周りのこどもをリードして

いる姿を見て、我が子の成長を感じた。 

 

・２回目、我が子が楽しそうにはじけているのを見て

うれしくなった。また、親が思っていたのと違った我

が子の一面も見ることができた。 

 

・いつもは緊張すると小さい声になるのに、大きい声

で自分らしさがすごく出ていた。 

 

・穏やかに自分の意見が言えていることに感動した。 

 

・当日の朝、休みたいと言っていたほど緊張していた

が、劇の中では声だけの参加だったけれど“ふくろう”

が表現できてよかった、がんばったと思う。 

 

・自分で想像して動くのは一番苦手。人の真似や指定

されたことは何とかできる様になったけど・・でもが

んばっていたと思う。 

 

・２回目の時は、いざ発表と言う時に何もできなかっ

たのが、今回は始まる前から「お姉さんするから見て

てなあ」とはりきる姿があった。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

うさぎチーム 

「雪だるまのきれいな

家」 

・吹雪が止んだ後、家の

中ではお母さんがオムラ

イスをつくっている。そ

こに次々とかえる、うさ

ぎ、かまきりがやってき

たので、それぞれにオム

ライスをあげる。夜にな

ってふくろうの声が聞こ

えてきた。（こどもが鳴き

声をまねている。） 

  

・自分らしい役を選んだことと、その役を恥ずかしが

らずにしっかりと役目を果たしていたことがよかっ

た。 

 

・のびのびと楽しそうに演技していた所がよかった。

又、たくさんの人の前でもいつも通りの自分を出せて

いる所が凄いと思った。 

 

・家とはまた違った表情をしていたように思う。 

 

・演技をするのが大好きなのでとてもイキイキとして

おり、恥ずかしがらずに演じていた。普段、のんびり

としているのに積極的にハイ！と手を挙げていて驚

かされた。 

 

・恥ずかしがり屋だけど手を挙げて一生懸命に演技し

ていた。 

 

・普段、あまり積極的ではないのに「やりたい」と手

を挙げていたりみんなの前で恥ずかしがらずにやっ

ていたりと驚かされた。知らない一面を見た気がす

る。 

⑥歌の披露（１２：１０） 

・歌の後、４歳児と保護

者にインタビュー。「楽し

かった。うれしかった。」

とのこと。 

・最後に５歳児クラスの

こどもたちから講師、ア

シスタントに折り紙でつ

くった首飾りをプレゼン

ト。 

 

・残り時間が少なくなっ

ている中でも、観客の意

見や感想を聞く時間を

とることで、こどもたち

が自分たちの演技を客

観的にフィードバック

できるよう心がけた。 
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＊全体のこどもの様子を見て感想（保護者アンケートより） 
・楽しそうにやっているなあと思いました。お母さん達が来ているので緊張している子もいましたが、そ

れぞれよかったと思います。 
・大人でもあのようなエチュード的な表現をまして人前でするのは難しいこと。それを楽しんでのびのび

自由に表現できる。まさにこどもならではの発想、表現。大人はどうしても正解を探してしまう。でも

こどもたちはすべてが正解。本当に自由に全員がイキイキといい顔でやっていました。普段元気な子が

少し恥ずかしそうだったり、おとなしい子がはじけていたり、見ていても楽しかったです。とてもいい

企画だと思うのでこれからも続けていただけたら嬉しいです。 
・みんな笑顔で楽しそうにしていたと思います。 
・自由に表現させてもらっていることもあり、こどもたちの目がキラキラしていた。楽しんで役を演じて

いた。恥ずかしいけどやってみようかなあ、楽しいかもしれないと思えるところが凄い。 
・普段は恥ずかしがりやの子もみんなの前で発表できたりして素晴らしかった。 
・短時間の間に自分の役割、台詞、話の流れを覚えてすごいなあと思った。やっている間、みんなとても

楽しそうだったが、自分がしていない時もう少し落ち着きがあればもっといいのになあと思った。 
・ひまわりぐみのこどもたちはみんなどんな事でも楽しむパワーがありますが、ワークショップではまた

いつもとは違う楽しくイキイキとした笑顔を見ることができたと思います。“やらされている”のでは

なく自分から楽しんでいる感じでした。 
・みんな楽しそうに表現していたと思います。自分なりに役を考えて表現していたのですごくよかったで

す。 
・騒ぐ時は騒ぐけれど静かにしなければいけない時は黙っていて、みんなしっかりしてきたと思います。

ただ、恥ずかしがりやの子が多かったですね。 
・やりたいんだけど・・ともじもじしているこどもたちも周りの雰囲気に乗せられて恥ずかしそうに演じ

ているのがとてもかわいかったです。 
・自然体でとても楽しそうでした。 
・恥ずかしがりやの子がいたり、積極的に手を挙げたりと色々でしたが、がんばったひまわりぐみに花○

をあげたいです。観客席からも楽しませてもらいました。 
・２回目、３回目と両方見せてもらって、印象に残ったのは２回目です。３回目はちょっと緊張感なく演

じる？表現する？そのあたりの気持ちが伝わらなかったような。もちろん劇自体は３回目の方がよかっ

たと思うのですが。先生方と仲良くする方が楽しかったんでしょうね。いろんな子の知らない面を見る

ことができました。何回も練習して成果を見てもらう運動会や発表会とは違うよさがあって自分を自由

に表現する、こういう機会はきっとすごく大切なのだろうと思います。 
・こどもたちが本当にお兄さん、お姉さんが大好きなのが伝わってきました。 
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④「全体を通した振り返り」 
 

演劇ワークショップ
に対する当初のイメ
ージはどういうもの
でしたか。 

・ プロの方がこどもとかかわりながら、演劇であるからできる自
由な表現が生まれ、生き生きしたこのこどもたちらしい姿が見
られるだろうと思った。 
演劇の手法が、伝えてもらう、講師の演技を見て模倣するとい
った内容かな？と思った保育士等イメージは色々であった。 

演劇ワークショップ
を実際に経験して、ど
ういう印象をもちま
したか。 

・ こどもたちが、思いきり受け入れてもらい自分が大切にされて
いる、かかわってもらえている安心感と期待感がもてていた。 

・ こどもの意志で、“やってみる”“見ておく”も含め表現してい
た全てを認めてもらえていた。 

・ こどもたちの何気ない動き、言葉も見逃さず、自由な発想を大
切にして、広がっていくようなアドバイスをしていた。                                       

第 1～3回を通して、
ワークショップ中の
こどもたちの様子に
変化はありましたか。 

・ 最初は自分の表現に自信がなかったこどもが多かったが、回を
重ねるごとに自信をもち、色々な表現が出てきた。こどもたち
はワークショップを初めから楽しみにしていたが、1 回目より
2回目と期待が膨らんでいた。 

第 1 回ワークショッ
プ以降、こどもたちの
普段の様子にどんな
変化がありましたか。 

・ 今まで友達に何か言われるとすぐに涙ぐんでしまい、なかなか
自分の思っていた事が言えなかったこどもが、少しずつ自分の
思っている事を言える様になってきた（他のこどもたちもその
こどもの言い分に耳を傾ける。保護者も表現できる様になって
きたことを認める様になった）。自信につながっている。 

演劇ワークショップ
の内容（手法等）につ
いて、今後の教育・保
育活動に、どの点が参
考となりましたか。 

・ 初めての出会いの中でも 1人ずつときちんと対面しかかわって
いく手法（体にこどもの名前のテープを貼り対面。箱に入るこ
とで異次元の世界を体感させる、ストーリーをつくる時こども
の声を書きながら確認する等） 

・ こどもを管理するのではなくこどもの内にある物を引き出し、
発見した事をきちんとこどもに伝え自信をもたせている。 

・ アクシデントも工夫や活力に変えていく生きる力の面白さを感
じた。 

・ 大人自らも真剣に表現しこどもたちに見せている。 

演劇ワークショップ
を経験して、意外だっ
たことや印象的だっ
たことは何ですか。 

・ 普段リーダー的で課題をきちんとこなしていくタイプのこど
もが、舞台にあがることに消極的になっていた。逆にあまり自
分の思っていることを言わないこどもが積極的に舞台にあが
っていた。 
舞台発表も家族で見に来る家庭が多く、観客席と演じる側の一
体感があった。感想を寄せて貰う中ではこどものよかった表現
に着目しようと言う事で伝えてもらえた（渡辺先生からのアド
バイスより）。 
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３．市立日本橋小学校・日本橋小学校付属幼稚園（実践報告） 
①「１回目 10月 20日 3－4時間目 45分＋45分」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・中田絵美子 
参加者：５歳児 6名・小学校１年生 11名 計 17名 
会 場：リズム室 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

開始前： 

・こどもたちの名札を作

り、アシスタントは自分

の体に貼り付けておく。

養生テープで線をひき、

舞台（１）と客席の境界

をつくる。 

・５ｍ四方の舞台（２）

をテープでつくる。 

 

  

プログラム： 

①あいさつ（講師陣は舞

台（１）に立つ。こども

たちは客席） 

・講師とアシスタントの

自己紹介の後、演劇ワー

クショップで行うことの

説明と注意点を伝える。 

 

・「今日は楽しくみんなと

ゲームをしたりしながら

演じることを楽しみたい

と思います」「やりたくな

い人は無理にする必要は

ありません。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・演劇のワークショップ

は普段の学校の授業等

とは違う時間の過ごし

方をするということ（授

業等で必要なきまりと

ワークショップで必要

なきまりは異なること）

を伝えるよう心がけた。 

 

 

・初めて出会う人や場の

雰囲気に、少しびっくり

した様子で部屋に入っ

てきて、なかなか講師た

ちに近付けない。みんな

緊張や不安を感じてい

るように見えた(講師と

の距離間を感じた)。 

 

・１年生がおとなしく見

えたのは、年下の５歳児

と一緒だったので「お兄

ちゃん、お姉ちゃんらし

くお手本になろう」と思

っていたからだと思う。

普段からのかかわりが

あるので、「年上として」

という意識をよけいに

もったのではないか。 

 

・５歳児は、大好きな１

年生と活動することを

とても楽しみにしてい

た。 

 

舞台（１）

客席 

舞台 

（２） 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

②自己紹介 

・アシスタントは名札を

はがしながら、書いてあ

るこどもの名前を呼ぶ。 

・呼ばれたこどもは舞台

（１）にあがる。アシス

タントが胸に名札を貼

り、こどもと握手をする。 

 

・こどもたちが緊張して

いる様子を感じたので、

一人一人に時間をかけ

てかかわるよう心がけ

た。 

 

・一人一人の顔をしっか

りと見て丁寧に接する

ように心がけた。 

 

 

 

  

・初めて会う講師たちと

のスキンシップとして

よい方法だと思った。こ

どもたちとの距離がと

ても縮まったように思

う。 

 

③ウォーミングアップ 

【1】王子様、お姫様にな

ろう！ 

・椅子を一脚、５ｍ四方

の舞台（２）の中に置く。

この椅子は王子様、お姫

様の椅子で、これに座っ

たこどもは王子様、お姫

様に変身する。王子様・

お姫様は、指名したこど

もにボールを投げ、次々

と交代していくというル

ールであることを知らせ

る。 

・まず椅子に講師が座り、

お姫様になった講師がア

シスタント（綾田）の名

前を呼んでボールを投げ

る。アシスタントは、ボ

ールを拾い、走って椅子

に座る（講師は椅子の横

に立ち、以降は椅子に座

った王子様やお姫様と会

 

（このウォーミングア

ップのねらい） 

① 講師とアシスタン

トがこどもたちの

顔と名前を覚える

こと 

② 「役」になって接す

ることで初対面の

こどもたちとの距

離を縮めること 

③ こどもたち一人一

人に話しかけるこ

とでそのこどもが

どのようなこども

なのかを知ること 

 

・一人で人前に立って話

をするのはとても緊張

して自分らしさが発揮

しづらい。ここでは、役

になることでなるべく

ストレスなく舞台にい

 

・王子様、お姫様になり

ます、と聞いてちょっと

恥ずかしそうにしなが

らも嬉しそうだった。 

 

 

 

 

 

 

・１年生は、王子様、お

姫様の会話を聞きなが

ら楽しんでいる。 

 

 

 

・１年生は１年生（男子

は男子、女子は女子）、

５歳児は５歳児を指名

することが多かったが、

１年生男子から、「女子

も当てたれや」という意

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会話を聞く楽しみもあ

ったので、“ドキドキ感

をもって待っているの

かな”と思えた。 

 

 

・指名の際、１年生は５

歳児を、５歳児は１年生

を指名するというルー

ルつくりをあらかじめ

した方がよかったよう

に思う（５歳児は、１年
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話していく）。椅子に座っ

たアシスタントは、王子

様に変身し、こどもたち

のうちの誰か一人の名前

を呼んで、ボールを投げ

る（転がす）。 

・ボールを受け取ったこ

どもは、王子様、お姫様

の椅子に座る。講師は変

身したこどもに触りなが

ら、「温かい！あなたは温

かい王子様なのですね」

「ビリビリッとする！電

気のお姫様なのですね」

と、一人一人に特徴を付

けて表現する。 

・講師は、「王子様（お姫

様）、どなたとキャッチボ

ールされますか？お名前

を教えてください」とこ

どもに聞く。こどもはキ

ャッチボールするこども

の名前を呼び、そのこど

もにボールを投げる。相

手がボールを受け取った

らお互い走って交代す

る。 

・以下、次々に交代し、

全員が椅子に座る。 

 

 

られるようにすること

と、講師との会話形式で

話をすることで、そのこ

どもらしさが出るよう

にフォローしていく。 

 

・コメントはそのこども

を見て感じたことやイ

メージしたことを表現

するようにした。 

 

 

 

 

 

 

・１年生同士でキャッチ

ボールし交代をしたと

き、とても速くてかっこ

よかったので、そのこと

をこどもたちに伝えた。 

 

 

見が出ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１年生がすばやくボー

ルを拾って椅子に走っ

ていく様子を、５歳児は

「すごいなあ」というま

なざしで見ていた。 

 

生を呼びづらいことも

あったのでは）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１年生は５歳児と一緒

にいることで自分たち

なりに「しっかりしなけ

れば」「小学生としてよ

いところを見せなくて

は」という思いが感じら

れる。 
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休み時間： 

・こどもたちは水分補給

やお手洗いなど、しっか

り休憩を取る。 

・次のメインコンテンツ

で使用する段ボールにテ

ープを貼る。 

 

・段ボールの補強作業を

手伝ってもらう中でこ

どもたちに積極的に声

をかけ、コミュニケーシ

ョンをとるよう心がけ

た。 

 

 

・講師たちが段ボールの

補強を行っていると、１

年生の女子が集まって

きて積極的に手伝い、手

際よく補強していた。５

歳児も１年生がしてい

るのを見て「僕らもやり

たい」と言って手伝って

いた。 

 

④メインコンテンツ「舞

台の上で表現してみよ

う」 

【１】変身してみよう（た

まごから生まれるショ

ー） 

・舞台（１）に、段ボー

ルを二つ並べ、説明を行

う。「これは四角いたまご

です。みんな、この中に

小さくかがんで入ってく

ださい。段ボールを被せ

て、次に開けるとき好き

なポーズをとってみてく

ださい。」 

・こどもたちに舞台の中

でかがんでもらい、その

上に段ボールを被せる。

（段ボールが舞台の幕の

代わりになる） 

・アシスタントが段ボー

ルを開けたら、こどもた

ちは好きなポーズをとり

ながら飛び出す。動かな

いでポーズをとってもよ

いし、動いたり声を出し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・段ボールを被せてから

開けるまでの間は、一人

一人にできるだけ時間

をかけるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・休憩時に講師とふれあ

えたことで緊張がほぐ

れ、休憩後こどもたちの

動きに変化を感じる。 

 

 

・「たまごから生まれる」

ことに対して、何らかの

場面設定があった方が、

こどもたちに多様なイ

メージを湧かせやすい

のではと思った（「森の

中にたまごがありま

す・・・。」というスト

ーリーをつくるなど） 

 

（講師の振り返り） 

・大きな段ボールだった

ので、2人で（１年生、

５歳児のペアで）入って

生まれてみる、などすれ

ばもっと幼小のかかわ

りがもてたと思う。 
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たりしてもよい。 

・「次、やってみたい人」

と問いかけ、手を挙げた

こどもから順番に当てて

いく。 

・段ボールを被せたら、

外からトントンと叩いて

みる。箱の中のこどもか

ら反応があったら、「動い

てるよ！」と見ているこ

どもたちに知らせる。 

・「箱をトントンしたい

人！」「はーい」で手を挙

げたこどもを当てて、一

緒に段ボールを叩き、中

の様子を探ってみる。最

後にこどもたち全員が舞

台（１）にあがって、段

ボールを叩く。 

・「みんなで開けましょ

う」とみんなで段ボール

を開ける。 

 

・舞台上にあるたまご

（段ボール）の中にいる

こどもの小さな変化も、

見ているこどもたちに

言葉で伝えるようにし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・たくさんのこどもたち

が手を挙げるようにな

ったら、「トントンして

もらう人は、先生から一

番遠く離れた人にしま

す」と宣言。こどもたち

は、歓声をあげながら、

部屋の端々に散らばり、

ドキドキしながら待っ

ている。 

 

・「きちんと座って見る」

「ちゃんとしとかなあ

かん」など１年生が５歳

児に話している。 

 

 

・５歳児は、一人一人順

番の取り組みでは、待つ

ことがしんどくなって

くると思う。 

 

・手を挙げている人は、

「どう動くか」を考えた

上で挙げていると感じ

る。 
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【２】デモンストレーシ

ョン （舞台で変身して

みよう） 

・四角い舞台の周りを囲

んでみんなで座る。講師

より今からすることの説

明。「この四角の中は舞

台、みんなが座っている

四角の外は客席です。こ

の四角い舞台の中に入る

と、もう自分ではありま

せん。自分じゃない何か

に変身してしまいます。

舞台の外に出ると元の自

分に戻ります」 

 

・言葉で説明したことを

講師、アシスタントが見

本として実際にしてみせ

る。講師たちが舞台の中

で何に変身したのかを、

こどもたちが当てる。

（猫、蛾、猿に変身） 

・「変身してみたい人！」

とこどもたちに聞き、手

を挙げたこどもの中から

指名する。「何に変身しま

すか」と尋ね、答えたも

のに変身する。 

・こどもたちは、舞台（２）

に入った瞬間から変身し

たものになりきって動

く。変身して動いている

こどもに、講師が「何か

探しているのかな。何を

しているところかな」と

 

・一人で舞台に立つこと

が難しそうなこどもに

はアシスタントが一緒

に舞台に入ってサポー

トしたり、「お友達と一

緒に変身してみようか」

と提案する。 

・それも難しい場合は無

理強いはせず「後にす

る？」「客席で『見る』

こともとっても大事な

ことだからよく見てあ

げてね」と声がけするよ

う配慮する。 

 

・初回はできるだけ一人

一人のペースに合わせ、

せかしたりすることは

しないで、こどもからリ

アクションや表現が出

てくるのを待つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「犬」になったこども

に、周りのこどもたちが

えさを差し出すふりを

すると、「ブシャブシャ」

と音を立てて食べてい

る。飼い犬がいつも音を

立ててエサを食べてい
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質問する。それに応じて、

こどもが動き方を変えた

ら、「よく表現できている

ね。本物の動きをよく見

ているね」と声がけをす

る。 

・なかなか手を挙げなか

った小学生の女子が手を

挙げて、「魚のエイ」に変

身した。体が柔らかいの

を生かして、足を広げて

ゆっくりと泳ぐ。 

るからとのことであっ

た。 

 

 

 

 

・みんなから賞賛の声が

あがっていた。 

 

⑤最後のあいさつ 

・「今日はとても楽しかっ

たです。来週また来ます

ので、一緒に遊びましょ

う。」 

・「ありがとうございまし

た。」 

  

・まだまだ続きを望む幼

稚園児が涙ぐみながら

訴えるが、担任から「次

があるよ」と話を聞い

て、次回への期待をふく

らませる。 

 

・次回に期待する気持ち

を感じる。 
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②「２回目 10月 30日 3－4時間目 45分＋45分」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・中田絵美子 
参加者：５歳児 5名・小学校１年生 11名 計 16名 
会 場：リズム室 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

開始前： 

・会場に入ってきたこど

もたちと一緒に、四角い

舞台をつくるためのテー

プ貼りをする。アシスタ

ントがテープの貼り方の

見本を示してから、２０

㎝程度に切ったテープを

こどもたちに渡し、みん

なで四角い舞台をつく

る。 

 

 

・準備作業を一緒にする

ことで、講師陣とこども

たちの距離が近付く効

果が期待できるため、開

始前にそういう時間が

もてるようにする。 

 

・テープの突起やめくれ

たところでの怪我を防

ぐため、貼り終えた後で

テープの強化をする。そ

の際、「きれいに貼れた

ね。もっと丈夫になるよ

う、みんなで踏んでみよ

う！」「手でバンバンし

よう！」と遊びの要素を

取り入れる。 

 

 

  

 

 

プログラム： 

①あいさつ 

・こどもたちの名札を体

に貼り付けている講師、

アシスタントが、初回同

様こどもの名前を呼び、

胸に名札を貼り付けてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・こどもと講師やアシス

タントとの関係づくり

は、第 1回目で十分に図

られていたので、こども

が創作するための時間

を確保するために、第 2

回目以後、名札貼りは省

略してもよかったと思



 324

ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・「今日は、宇宙人のあい

さつをします」と伝えて、

名札を貼った後こどもた

ちを抱きかかえてくるく

る回ったり、高く抱っこ

をしたりする。 

・「宇宙人のあいさつは

荒々しいです。宇宙人

は、毎日こういうふうに

あいさつしているんで

す。」と宇宙人になりき

ってかかわる。講師側か

ら積極的にスキンシッ

プをとることでこども

たちの緊張をほぐす。 

 

う。 

②ウォーミングアップ 

【1】かけっこその１ 

・スタートラインに段ボ

ールを二つ置き、こども

が中に一人ずつ入る。合

図とともに段ボールを開

けると、中にいるこども

は「鉄砲の弾」になって

飛び出し、ゴールに向か

って走る。 

・ゴールには、講師とア

シスタント１名がそれぞ

れ待っていて、走ってき

たこどもを抱き止める。 

 

 

 

 

・走るという動作に「鉄

砲の弾」というイメージ

を付け加え、こどもたち

が自然と体が動きやす

くなるようにした。 

 

・「ズドーン」という擬

音語で「鉄砲の弾」にな

る感覚をサポートした。 

 

・こども一人一人の表現

にコメントをするよう

心がけた。 

 

・「鉄砲の弾」が的に当

たるイメージを体全体

を使って表現しやすい

よう、「先生たちにしっ

かりと飛びついてね」と

声がけした。 

 

 

 

 

・こどもが走る通路には

み出して座っている５

歳児に、１年生男子が

「あぶないで」と声をか

けていた。 

 

 

 

 

 

 

・こどもの動きに「破壊」

をテーマにしたものが

多く、教育的立場からは

適切ではないと感じた。

もっと夢のある明るい

設定が適切ではないか。 

 

（講師の振り返り） 

・演劇の世界では、破壊

するということは決し

て悪いものとは捉えて

いないが、教育活動の一

環として行う場合（特に

幼児・低学年児童）には、

例えば「森の中に木が生

えています。その木に登

ってみよう」という場面

設定にして、スキンシッ

プを図るなどの方法が

よかったのではないか

と思う。 
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【2】かけっこその２ 

・スタートラインに段ボ

ールを一つ置き、こども

が中に一人ずつ入る。合

図とともに段ボールを開

けると、中にいるこども

は「宇宙人の鉄砲弾」に

なって飛び出し、ゴール

に向かって走る。 

・ゴールにはアシスタン

ト（綾田）が待っており、

走ってきたこどもをしっ

かり抱き止めながら、破

壊されたビルを演じる。 

 

 

 

・かけっこその１より

も、もっと速く走るイメ

ージがもてるよう、「宇

宙人の鉄砲弾」という表

現にした。 

 

・積極的にスキンシップ

をとり、言葉や音も活用

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おなか（ビルの一部）

をへこませたアシスタ

ントが、そばで見ていた

こどもに手を伸ばすと、

こどもが何かを差し出

す仕草をした。アシスタ

ントがそれを食べてお

なかが元に戻るのを見

て、講師が「セメントを

食べてビルが復活しま

した！」と言うと、今度

はアシスタントが倒れ

るたびに、こどもたちが

セメントを差し出すよ

うになる。 

 

 

・「鉄砲の弾」では、こ

どもの動きが直線的に

しかならないので、他の

ものにもなれた方がい

ろんな表現ができたの

ではないかと思った。 

 

 

・ビルを破壊するだけで

なく、自分でどのように

表現するか選べるよう

な設定でもよかったの

ではないかと思った。 

 

（講師の振り返り） 

・こどもたちに、思いき

り走ってほしいという

意図があり「鉄砲の弾」

にしたが、いろんなもの

をイメージして（亀なら

ゆっくり走るなど）みる

というのもよいのでは

と思う。 

 

休み時間： 

・こどもたちは水分補給

やお手洗いなど、しっか

り休憩を取る。 

 

 

・休憩中も一緒に遊んで

コミュニケーションを

とるよう心がけた。 
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③デモンストレーション

（舞台で変身してみよ

う） 

・四角い舞台の周りを囲

んでみんなで座る。講師

より今から行うことの説

明をする。「この舞台の中

で、追いかけっこの劇を

します。」 

・「変身してみたい人！」

とこどもたちに尋ね、手

を挙げたこどもの中から

指名する。「何に変身しま

すか」と尋ね、答えたも

のに変身する。 

 

 

 

・休憩時間に追いかけっ

こをしたことを活用し

て創作しやすい雰囲気

になるよう心がけた。 

 

  

○カメレオンになったこ

どもの話（ストーリー） 

・カメレオンが歩いてい

ると、舞台の周囲で見て

いるこどもたちが食べ物

を差し出してきた。カメ

レオンはおなかがいっぱ

いになって寝てしまっ

た。 

・そこにカラスが飛んで

きて襲おうとしたが、猟

師がカラスを撃ち、カメ

レオンはカラスを食べて

再びおなかいっぱいにな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

・ストーリーは、できる

だけこどもたちが舞台

の中で活発に動けるよ

う、講師がリードしてい

く形ですすめていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こどもたちにプロの演

技を見せてあげてほし

いと思った。せっかくの

機会でもあるし、「いろ

んな表現があるよ」とい

うことにこどもたちも

気付けたのではないか。 

 

（講師の振り返り） 

・プロの演技を見せた場

合、「こんなふうにでき

ない」と萎縮してしまう

こともあるので、見せる

かどうかは判断が必要

となる。今回は、こども

たちがしっかりと表現

できていたので模範演

技は必要ないと感じて

いた。 
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○肉食ライオンの強いき

ょうだいになったこども

（二人）の話（ストーリ

ー） 

・ライオンのきょうだい

がうさぎを食べようとし

ていると、周りのこども

たちがチョウチョになっ

てライオンを追い払っ

た。 

・きょうだいげんかをし

ていると、お母さんライ

オンが現れ二頭を追いか

けるが、お母さんライオ

ンはあまりに早く走りす

ぎて宇宙まで飛んでいっ

てしまった。 

 

○かわいい二匹のうさぎ

になったこどもの話（ス

トーリー） 

・二匹のうさぎが、山で

ブドウを食べているとラ

イオンがやってきて食べ

られてしまう。 

・おなかがいっぱいにな

ったライオンが寝ている

と猟師がやってきてライ

オンのおなかを開きうさ

ぎを助ける。 

 

○うさぎと猫とねずみに

なったこどもの話（スト

ーリー） 

 

 

・登場人物や設定などを

元にストーリーを提案

していくようにした。 

 

・二人がライオンになり

たい、ということだった

ので「それじゃあ二人は

どういうライオンなの

かな？」とライオンを演

じるこどもたちに、二人

の関係やキャラクター

について質問し、設定を

明確にしてから始める

ようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の動きを見て感じ

たことを話していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・周りのこどもも劇の中

に意識としては参加し

ていた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

・二匹のうさぎがにんじ

んを探していると、ノラ

犬に襲われるが、魔法使

いが現われてノラ犬を大

きなにんじんに変身させ

てしまう。 

・そこに猫がねずみを探

しにやってきて、本物の

ねずみとにせもののねず

みと出会う。猫は、本 

物のねずみを探して追い

かける。 

 

④さいごのあいさつ 

・「次はみんなにお話を考

えてもらいます。次まで

にどんなお話にするか、

何に変身するか考えてお

いてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今日、講師が担当した

ストーリーづくりの部

分を次回はこどもたち

にしてもらいたいとい

うことを伝え、こどもた

ち自身が次回ワークシ

ョップの流れについて

イメージしやすくなる

よう予告した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークショップ終了

後、教室の戻った１年生

のこどもたちが、「次は

こういう劇をする」と次

回のストーリーなどを

男女それぞれ話題にし

ていた。 
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③「３回目 11月 18日 3－4時間目 45分＋45分」 
 
講 師：わたなべなおこ、アシスタント：綾田将一・青空まる子 
参加者：５歳児 5名・小学校１年生 11名 計 16名 
会 場：多目的室 
 
ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

開始前： 

・前回と同様、こどもた

ちと一緒に舞台づくりの

テープ貼りをして、四角

い舞台を完成させる。 

 

・講師陣とこどもたちの距

離が近付くよう、準備作業

を一緒に行った。 

 

 

 

・前回よりかなり日があい

ていたが、こどもたちは元

気いっぱいに走り回って

おり、リラックスしている

様子だった。 

 

 

プログラム： 

①あいさつ、ウォーミン

グアップ 

・あいさつのあと、今日

の演劇ワークショップで

行うことを伝える。 

（こどもたちへの説明） 

・「今日はみんなに飛行機

になってもらいます。」 

 

・講師とアシスタントは、

自分たちの体にこどもた

ちの名札を貼り付けてお

く。名札に書いてあるこ

どもの名前を呼び、指名

されたこどもが段ボール

に入る。講師、アシスタ

ントが大きな声でこども

の名前を呼んで段ボール

を開けると、こどもは「飛

行機」になって飛び出し、

５，６ｍ先にいるアシス

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前回行ったエクササイズ

を応用し、前回同様、積極

的にこどもたちとスキン

シップを図るよう心がけ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２回目から３週間ほ

どあいていたが、開始

前の舞台づくりを一

緒にしている段階で、

すでに講師との距離

は縮まっていたよう

に思う。そのため、名

札貼りなどの時間は

簡略化できたのでは、

と思われた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

タントに向かって走る。 

・アシスタントは、こど

もをしっかり抱き止め、

抱きかかえてくるくる回

ったり、高く抱っこした

りした後、胸に名札を貼

り付ける。 

 

・最後の方では、待ってい

るこどもも一緒に段ボー

ルから飛び出すこどもの

名前を呼ぶようして、一体

感をもって終われるよう

配慮する。 

 

 

 

 

 

 

・こどもたちは、普段

（女性の先生が多い

こともあり）、高く抱

きかかえられたり等

の激しいスキンシッ

プをする機会が少な

いので、楽しんでいた

ように思う。 

②グループに分かれてお

話の創作 

（こどもたちへの説明） 

・「みんなそれぞれ、なり

たいもの、変身したいも

のを考えてください。そ

れが、劇に必要な登場人

物、役になります。」 

・「次に場所を決めます。

舞台はどんな場所にでも

なります。みんなで、舞

台をどこの場所にするか

決めてください。」 

・「次に、みんなどんなこ

とをしたいか、話し合っ

てください。したいこと

をつなげるとお話、スト

ーリーができます。」 

 

（グループ分け） 

・「３つのグループに分か

れます。どんなグループ

分けをしたいですか。」←

こどもから、「５歳児」「１

年生女子」「１年生男子」

の３グループという提案

があり、その３グループ

 

 

 

・グループで演劇を創作し

ていく手順を説明し、前回

行なったこと（舞台の上で

変身してみよう）とつなが

りやすくなるよう、心がけ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ分けは当初、講

師側で１年生と５歳児を

混ぜたグループで３つに

分ける予定だったが、こど

もたちの様子を見て、どう

いうグループで創作した

いかをこどもたち自身に

決めてもらった方がよい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１年生の女子がまず「私

たちだけでやりたい」と発

言した。 

・５歳児女児一名が５歳児

チームではなく、１年生女

子のチームに入りたいと

希望し、１年生チームに入

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・５歳児女児が１年生

女子チームに入った

のは、日頃のかかわり

の積み重ねから、中に

入ってもやっていけ

るという安心感があ

ったからだと思われ

る。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

に分かれてお話づくりを

開始する。 

 

・１グループにそれぞれ、

講師またはアシスタント

が担当として付く。 

（グループ討議） 

・グループ内で自分が変

身したいもの（演じる役）

を聞き、画用紙に書き出

していく。 

・大方出揃ったところで、

場所を決める。 

・どんなことが起きるか、

またどんなことをしたい

かを聞いて、話をつくっ

ていく（まとまっていな

くても、大体の流れがで

きていればよい）。 

・ここまで決まったこと

を元に、実際に練習して

動いてみる。 

・グループでつくった話

にタイトルを付ける。 

と感じたので、急遽変更し

た。 

 

 

 

 

 

・１年生女子チームに男性

アシスタントを、１年生男

子に女性アシスタントを

担当として付け、グループ

内に他者の存在をつくり、

創作がより活性化するよ

うにした。 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ討議のとき、５

歳児の女児が１年生女子

チームに入ったが、１年生

のこどもたちは５歳児が

うまく劇の中で登場でき

るよう配慮してアドバイ

スしていた。 

 

・１年生男子は、自分

たちのチームが４人

しかいないことに不

安を感じながらも、４

人でがんばろうとい

うやる気を感じた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

③創作した話の発表 

【５歳児（男児４名）チ

ーム】 

・発表に入る前に、「『オ

ニイソメ』という水中に

住む巨大生物が登場しま

すが、すごく体が長いの

で誰か手伝ってくださ

い。」と参加者を募ると、

６人のこどもが手を挙げ

たので、ムカデのように

列になって練習をする。

「『オニイソメ』は半分に

切られても、そこから『オ

ニイソメ』が出てきます。

それでは、発表の途中で

『オニイソメ』の出番に

なったら、舞台の横に集

まってください。」と声か

けをする。 

 

発表：タイトル「たたか

う」（ストーリー） 

・いろんな動物や植物が

いるジャングル。毒グモ

やきれいな花、チーター

や牛が次々と登場する。

そこへ、「オニイソメ」が

登場すると、牛をペロリ

と食べてしまったチータ

ーも逃げ出してしまう。 

・オニイソメは火を吐く

ライオンとのたたかいで

ばらばらにされても切り

口からまたオニイソメが

出てきて逆にライオンを

 

 

 

・オニイソメのイメージを

観客も含め全員で共有で

きるよう、デモンストレー

ションの時間をとった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物語の世界観をイメージ

しやすくなるよう、声でジ

ャングルの音を表現する

ことから始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「手伝ってくれる人！」

で、6人のこどもたち（男

女）が手を挙げて、オニイ

ソメ役を手伝った。 

 

・実際にオニイソメを表現

してみるとムカデのよう

な、へびのような、不思議

な生物のイメージがはっ

きりと観客にも伝わり、見

ているこどもたちもこわ

がりつつも楽しそうにし

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

・オニイソメの体の中央あ

たりに並んで、オニイソメ

が切られたときに復活す

る役の５歳児が、列の先頭

から 2番目に並ぶ。そのた

め当初表現しようとして

いた演技プランができず

に終わってしまう。講師

が、並ぶ順番が違っていた

ことを説明すると、原因が

わかり納得していたが、復

活するオニイソメができ

なかったことについて、と

 

 

 

・普段の遊びの中で聞

いたことのない「オニ

イソメ」が出てきたこ

とに驚かされた。５歳

児の中で「オニイソ

メ」を知っているこど

もは少数だったが、実

際に演じてみたこと

でイメージが共有さ

れているのを感じた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

食べてしまう。だが、ラ

イオンの王にはかなわな

かった。 

 

【小学生男子チーム】 

発表：タイトル「オオカ

ミとトラ」（ストーリー） 

・ジャングルでオオカミ

とトラがけんかをしてい

た。そこにもう一匹ずつ

オオカミとトラがやって

きて川の水を飲もうとす

ると大きなクマが魚を取

りに来た。 

・４匹のオオカミとトラ

は一緒になってクマを追

い払い、すっかり仲良く

なってそれぞれのねぐら

に帰った。 

 

【１年生女子チーム（５

歳児女子含む）】 

発表：タイトル「無人島

に住む動物」（ストーリ

ー） 

・無人島で２匹の猫が遊

んでいるとかわいいイル

カがやってきて仲良くな

った。犬のきょうだいと

うさぎもやってきてイル

カショーを楽しむ。 

・そこに山から鬼が降り

てきてイルカをつかまえ

ようとした。猫とうさぎ

と犬が力を合わせて鬼を

海に追い払った。平和な

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ても悔しがっていた。 

 

 

 

 

 

・１年生のしっかりとした

リアルな演技の一挙手一

投足を５歳児は食い入る

ように見ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・猫、犬、うさぎが鬼を追

い払うとき、それまでの和

やかな雰囲気とは打って

変わって、とても激しく活

発な表現になっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オオカミとトラが舞

台に登場する位置を、

それぞれ別々にして

いたのは、幼稚園のこ

ろに劇の発表で、劇の

構成を自分たちで考

えるなどの経験があ

り、下地ができていた

からではないか。 

 

（講師の振り返り） 

・オオカミとトラの 4

匹がそれぞれのねぐ

らに帰る（舞台から出

る）とき、一人一人が

まったく別々の方向

へ向かったのが印象

的だった。一人一人が

舞台の上で自立した

存在であった。 

 

・話を進める中で、１

年生女子が５歳児女

児に、優しい心配りを

してくれていること

が伺えた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

海でイルカショーが開か

れ動物たちはショーを楽

しんだ。 

 

（３チームの発表を終え

て） 

・講師からのコメント「み

んなとても上手に演じら

れていました。同じ種類

の動物でも、一人一人違

っていました。」 

 

 

 

・最後に、幼稚園男児チ

ームの発表をもう一度み

んなで行い、「オニイソ

メ」の演技に再度取り組

んでみるよう、こどもた

ちに提案する。 

 

発表：タイトル「たたか

う２」（ストーリー） 

・オニイソメが寝ている

と、チーターとライオン

がやってきた。チーター

とライオンが炎を吐く

と、オニイソメの体が途

中で切れた。 

・講師が、列の真ん中を

切る。切れたところが先

頭になって、オニイソメ

がもう一度合体した。 

・チーターとライオンが

もう一度炎を吐くと、オ

ニイソメは今度はバラバ

 

 

 

 

 

 

・こどもたちの演技に対し

て、「一人一人の表現が違

っていることが大変よか

った。演劇表現は多様性を

もっていた方がいいと思

う。」という講師の考えを

伝えた。 

 

・最初の発表でうまくいか

なかったところはそのま

まだと悔いが残るので、や

り直した方がよいと思い、

オニイソメの部分をピッ

クアップした。 

 

 

 

・オニイソメ役が最初より

かなり増えたので、連なっ

て歩いたり止まったりを、

こどもたちが慣れるまで

繰り返し、役のイメージを

共有し、動きを練習する時

間をとった。 

・最初の発表でうまくいか

なかった部分も、できるだ

けわかりやすく動きをナ

レーションし、実際に動き

ながら練習を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

・「みんなとても上手に演

じられていました。」との

講師のコメントを聞いて

こどもたちの表情が真剣

な顔から嬉しそうな表情

に変わった。 

 

 

・「オニイソメ役を手伝っ

てくれる人」と聞くと、全

員が手を挙げた（チーター

とライオン役の５歳児除

く。５歳児二人以外、全員

オニイソメになって列を

つくる。 

 

 

・全員で、ドンドンと足を

踏み鳴らして歩いたり、パ

ッと動きを止めたりする。 

 

 

 

 

 

・「おうちに帰っていきま

した。」という言葉を聞い

て、こどもたちはお互いに

アイコンタクトをとり合

いながら、一斉に舞台から

 

（講師の振り返り） 

・演じ終えたときのこ

どもたちの表情が大

変自信に満ち溢れ、生

き生きとしていてよ

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

・１年生のこどもたち

が、「オニイソメ」役

のこどものくやしい

気持ちを汲み取り、成

功させてあげたいと

思っている様子が見

てとれた。 
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ワークショップの流れ かかわりの留意点 こどもの姿 保育者の気づき 

ラになって宇宙まで飛ん

でいった。 

・最後にハト（講師）が

やってきて、チーターと

ライオンに礼を言って、

たまごを渡す。二匹はた

まごをもらって家に帰っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出ていった。 

 

・５歳児男児たちは、みん

なが一緒に自分たちの考

えた「オニイソメ」をして

くれたことがとてもうれ

しく、また、満足している

様子であった。 

④最後のあいさつ 

・「今日は楽しかったか

な？今日の楽しかった出

来事を、おうちの人やお

友達に話してみてくださ

いね。」 

・「最後は宇宙人のさよな

らのあいさつをしたいと

思います（胸を叩きなが

ら声を出す）。さよーなら

ー。」 

・「ありがとうございまし

た。」 

 

・ワークショップの中でフ

ィードバックする時間を

とれなかったため、第三者

に今日の体験を話すこと

をこどもたちにお願いし

た。 

 

 

・楽しかった思いや活動に

対する満足さが感じられ、

すっきりした表情で、こど

もたちの方から「さよな

ら」といって部屋を出て行

く。 

 

 

 

 

 

 

・（参考）ワーク後の昼食

後に楽しかった所をカッ

ト絵でかいた。オニイソメ

が印象的なようで、それを

かくこどもが多く、かきな

がら、友達に自分の絵の話

をしていた。 
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④「全体を通した振り返り」 
 

 

幼 ・ 役を交代しながら、いろいろなものになって演じていく。 
・ 決まったストーリーを追うもの。 

演劇ワークシ
ョップに対す
る当初のイメ
ージはどうい
うものでした
か。 

小 ・ 演劇で遊ぶということがイメージしにくかった。 

幼 
・ こどもたちが、いろいろなものに変身することを楽しんでいる様
子が見られ、講師の方のすすめ方が参考になった。 

・ 演劇というものが、より身近に感じられた。 演劇ワークシ
ョップを実際
に経験して、ど
ういう印象を
もちましたか。 

小 
・ 体育での表現遊びや音楽での身体表現とつながっていると感じ
た。小学校の場合、簡単なセリフもつけて演じる機会があっても
よいかもしれない。 

幼 ・ 人に見てもらうことをより楽しんでいた。 
・ 約束を守って活動しようとする姿が見られた。 

第 1～3回を通
して、ワークシ
ョップ中のこ
どもたちの様
子に変化はあ
りましたか。 小 

・ 走ったり、とんだり、動物のまねをしたりといった身体表現が苦
手なこどもも、ワークショップ中の楽しく自由な雰囲気の中で抵
抗なくできていた。 

第 1 回ワーク
ショップ以降、
こどもたちの
普段の様子に
どんな変化が
ありましたか。 

幼 
小 

・ その後の活動（学校行事）の中で、１年生女子がはずかしがらず
に大きな声を出せていた（全校園集会で、自分たちでつくった店
の呼び込み、宣伝）。 

・ もともと仲が良かったが、１年生と５歳児がさらに仲良くなっ
た。 

幼 ・ こどもの小さな動きも捉えて、それを言葉で表現することで、そ
のものへの認識が深まり、想像の世界も広がっていくという点。 

演劇ワークシ
ョップの内容
（手法等）につ
いて、今後の教
育・保育活動
に、どの点が参
考となりまし
たか。 

小 
・ 指導者側が見本を見せすぎると、こどもたちの自由な表現がせば
められると聞いたこと（こうしなくてはいけない）。見本を見せ
ることで、動きやすくなる場合もあると思うし、その判断が難し
いと感じた。 

幼 
・ 舞台と客席を線で区切るという様式だけでなく、椅子やたまごな
どを使い、いろいろな形で見る側、見せる側を区切っていたとこ
ろ。 

演劇ワークシ
ョップを経験
して、意外だっ
たことや印象
的だったこと
は何ですか。 小 

・ ５歳児との活動は、楽しさの中にも自分たちが手本にならなけれ
ばという意識が、どのこどももしっかりもてていることに気付い
た。 




